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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日
頃
よ
り
業

務
に
精
励
し
、
ま
た
、
県
職
労
運
動
へ
結
集
い
た
だ
い
て
い
る

組
合
員
の
皆
様
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
５
類
移
行
後
、
対
面
で
組
合
員
の
皆

様
と
接
す
る
機
会
が
増
え
て
き
た
こ
と
を
嬉
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。
コ
ロ
ナ
禍
に
は
ウ
ェ
ブ
会
議
等
の
新
た
な
情
報
交
換
ツ
ー

ル
も
普
及
し
ま
し
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
や
エ

コ
ー
チ
ェ
ン
バ
ー
と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
自
分

の
興
味
の
あ
る
内
容
に
偏
る
懸
念
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
相

互
討
論
で
お
互
い
の
考
え
方
を
共
有
し
討
論
を
深
め
る
に
は
、

や
は
り
対
面
で
の
対
話
に
は
敵
わ
な
い
と
実
感
し
て
い
ま
す
。 
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確
定
闘
争
で
は
全
世
代
で
の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
が
実
現
し
ま

し
た
が
、
長
引
く
物
価
高
騰
に
よ
り
実
質
賃
金
の
マ
イ
ナ
ス
が

続
い
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
岸
田
首
相
は
、
防

中央執行委員長

2024年 今年もよろしくお願いします
（北上支部・北上土木センター分会）

（県庁支部・都市計画課分会）
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（盛岡支部・産業技術短期大学校分会）

（県庁支部・農業普及技術課分会）

（ 県 庁 支 部・税 務 課 分 会 ）
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（ 県 庁 支 部・管 財 課 分 会 ）

（北上支部・農業研究センター分会）

（盛岡支部・岩手土木センター分会）

（県庁支部・医療政策室分会）

（県庁支部・環境保全課分会）
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（盛岡農業改良普及センター分会）

（ 花 巻 土 木 センター 分 会 ）
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（県南広域振興局林務部分会）

（ 一 関 土 木 センター 分 会 ）

（ 大 船 渡 土 木センター分 会 ）

（沿岸広域振興局農林部分会）

（宮古農林振興センター分会）

（県北広域振興局水産部分会）

（二戸地域振興センター県税室分会）
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盛 岡 支 部 長　佐　藤　嘉　彦
花 巻 支 部 長　樋　澤　慶一朗
北 上 支 部 長　藤　原　道　理
胆 江 支 部 長　三　宅　真佐子
一 関 支 部 長　佐　藤　淳　精
気 仙 支 部 長　口　岩　喜　幸
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衛
費
や
解
散
総
選
挙
目
的
の
税
還
元
な
ど
、
あ
べ
こ
べ
な
政
策

を
続
け
、
国
民
の
信
頼
を
失
う
迷
走
が
顕
著
で
す
。
自
身
を
応

援
す
る
側
の
た
め
だ
け
の
政
治
姿
勢
か
ら
も
明
白
な
よ
う
に
、

厳
し
い
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
勤
労
国
民
の
姿
は
、
首

相
の
中
に
映
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
ず
は
国
民
の
方
向
を
き
ち
ん

と
見
つ
め
る
眼
鏡
が
彼
に
は
必
要
で
す
。
同
時
に
、
私
た
ち
働

く
者
が
し
っ
か
り
と
声
を
挙
げ
続
け
る
こ
と
で
、
政
府
の
視
点

を
国
民
に
向
け
さ
せ
る
行
動
追
求
も
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。

 

ギ
ブ
＆
テ
イ
ク
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
は
テ
イ

ク
（
見
返
り
）
が
な
い
と
ギ
ブ
（
行
動
）
し
な
い
姿
を
見
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
誰
か
の
た
め
・
み
ん
な
の
た
め
に
ま
ず

集
ま
り
考
え
る
と
い
う
行
動
は
、
ま
さ
し
く
労
働
組
合
が
め
ざ

す
運
動
の
一
丁
目
一
番
地
で
あ
り
、
真
の
民
主
主
義
を
築
い
て

い
く
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

 

今
年
は
辰
年
。
「
辰
」
は
草
木
が
伸
長
し
、
形
が
整
い
、
活

気
に
あ
ふ
れ
る
様
子
を
表
す
と
さ
れ
、
天
高
く
昇
る
竜
に
例
え

て
「
上
昇
気
運
」
が
期
待
さ
れ
る
年
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

顔
と
顔
・
心
と
心
を
合
わ
せ
て
お
互
い
を
尊
重
し
合
い
、
共

に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
で
、
全
体
が
上
昇
す
る
一
年
に
で
き
る

よ
う
、
県
職
労
も
組
合
員
の
連
帯
と
組
織
強
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

顔・心
を
合
わ
せ
連
帯
と
組
織
の
強
化
を

©2023 岩手県観光協会
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県
職
労
に
は
数
多
く
の
分
会

が
あ
り
、
そ
の
規
模
も
職
種
も

様
々
で
す
。
組
合
員
の
皆
さ
ん

は
、
第
一
線
で
日
々
仕
事
を
し

な
が
ら
、
職
場
環
境
の
改
善
を

求
め
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
盛
岡
支
部
「
岩
手

県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
分

会
」
、
胆
江
支
部
「
岩
手
県
県

南
家
畜
保
健
衛
生
所
分
会
」
、

宮
古
支
部
「
岩
泉
土
木
セ
ン
タ

ー
分
会
」
の
３
分
会
を
紹
介
し

ま
す
。

　

東
北
地
方
の
太
平
洋
側
か
ら

上
陸
し
た
初
め
て
の
台
風
で
あ

る
平
成
28
年
台
風
第
10
号
、
令

和
元
年
台
風
第
19
号
、
２
つ
の

台
風
に
よ
る
豪
雨
は
小
本
川
、

安
家
川
の
被
害
や
岩
泉
町
内
で

発
生
し
た
土
砂
災

害
は
町
と
そ
の
周

辺
地
域
に
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。

　

岩
泉
土
木
セ
ン

タ
ー
で
は
、
職
員

38
人
、
会
計
年
度

任
用
職
員
12
人
の

計
50
人
で
台
風
被

害
か
ら
の
復
旧
復

興
事
業
の
着
実
な

推
進
を
最
重
要
課

題
に
位
置
付
け
、

事
業
推
進
を
図
る

こ
と
と
併
せ
て
地
域
の
生
活
・

経
済
活
動
に
必
要
な
社
会
資
本

を
適
正
に
管
理
し
、
必
要
な
整

備
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
方
々
が
安
心
し
て
豊
か

に
暮
ら
せ
る
県
土
づ
く
り
を
目

指
し
、
公
共
土
木
施
設
の
早
期

復
旧
・
復
興
及
び
流
域
治
水
の

取
組
や
社
会
資
本
の
適
正
な
管

理
と
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

復
興
や
社
会
資
本
整
備
へ
の

期
待
の
高
ま
り
と
と
も
に
、
業

務
量
が
増
加
す
る
な
ど
の
課
題

も
あ
り
ま
す
が
台
風
災
害
か
ら

の
復
旧
復
興
事
業
に
つ
い
て
は

２
０
２
４
年
度
の
事
業
完
了
を

め
ざ
し
て
日
々
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　

ま
た
、
岩
泉
合
庁
チ
ー
ム
と

し
て
朝
野
球
に
参
加
し
、
県
大

会
出
場
を
果
た
す
な
ど
、
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
よ
く
明
る
く
前
向
き

な
職
場
で
す
。

　

産
業
技
術
短
期
大
学
校

（
矢
巾
校
）
は
進
展
す
る

産
業
技
術
に
対
応
で
き
る

柔
軟
な
思
考
力
を
持
ち
、

新
し
い
価
値
を
創
造
し
て

い
く
意
欲
的
な
実
践
技
術

者
を
育
成
す
る
こ
と
を
目

的
に
、
１
９
９
７
年
に
矢

巾
町
に
開
校
し
、
本
年
で

開
校
か
ら
27
年
目
を
迎
え

ま
す
。
開
校
時
は
学
校
の

周
辺
は
空
き
地
で
し
た
が
、

住
宅
地
の
造
成
も
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当
校

は
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術

科
、
電
子
技
術
科
、
建
築

科
、
産
業
デ
ザ
イ
ン
科
、

情
報
技
術
科
、
産
業
技
術

専
攻
科
、
能
力
開
発
研
修

科
お
よ
び
事
務
局
で
構
成
さ
れ
、

学
生
の
定
員
は
２
１
０
人
に
な

り
ま
す
。
組
合
員
数
は
22
人
で
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
学
生
指
導
な

ど
に
従
事
し
て
い
る
職
業
訓
練

指
導
員
で
す
。
本
年
度
採
用
に

な
っ
た
職
業
訓
練
指
導
員
の
方

に
も
４
月
当
初
に
組
合
に
加
入

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
職
場

の
課
題
と
し
て
は
「
職
業
訓
練

指
導
員
の
高
齢
化
」
、
「
若
年

指
導
員
不
足
」
、
「
学
生
指
導

以
外
の
様
々
な
業
務
へ
の
対

応
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

全
力
を
尽
く
し
業
務
に
あ
た
っ

て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
４
年
は
「
辰
年
」
で

す
。
大
き
な
変
化
や
進
化
を
遂

げ
る
こ
と
が
で
き
る
年
と
な
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
校
も
組

合
員
、
学
生
含
め
、
皆
が
大
き

な
飛
躍
を
遂
げ
る
よ
う
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

▲岩手県県南家畜保健衛生所分会のみなさん

▲岩泉土木センター分会の皆さん

地
域
と
と
も
に　

健
康
な
家
畜
で

　
　
　
　
　
　 

収
益
力
ア
ッ
プ
！

岩
手
県
県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
分
会

復
旧
復
興
事
業
の
着
実
な
推
進
に
全
力

岩
泉
土
木
セ
ン
タ
ー
分
会

平
成
28
年
台
風
第
10 
号
及
び

　
　
　
　

令
和
元
年
台
風
第
19 
号
被
害
か
ら
の
復
旧
復
興

県
内
も
の
づ
く
り
産
業
へ

　

意
欲
的
な
実
践
技
術
者
を
育
成・輩
出

岩
手
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校
分
会

▲岩手県立産業技術短期大学校分会の皆さん
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岩手県県南家畜保健衛生所分会岩手県県南家畜保健衛生所分会

岩泉土木センター分会岩泉土木センター分会

岩手県立産業技術短期大学校分会岩手県立産業技術短期大学校分会

　

県
南
家
畜
保
健
衛
生
所
（
奥

州
市
に
所
在
）
は
県
南
部
８
市

５
町
を
管
轄
し
、
そ
の
面
積
は

県
土
の
４
４
・
４
％
で
す
。
西

側
は
奥
羽
山
系
で
秋
田
県
と
、

南
側
は
北
上
川
流
域
の
平
野
部

で
宮
城
県
と
接
し
、
東
側
は
北

上
山
系
が
太
平
洋
に
臨
み
リ
ア

ス
式
海
岸
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
地
理
的
自
然
条
件
を
生

か
し
た
、
稲
作
、
畜
産
、
園
芸

の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
農
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

畜
産
の
立
地
を
み
る
と
、
内

陸
部
は
土
地
利
用
型
の
酪
農
、

高
品
質
の
肉
牛
生
産
経
営
が
、

ま
た
、
北
上
山
系
、
奥
羽
山
系

で
は
大
規
模
な
放
牧
が
盛
ん
で
、

沿
岸
部
で
は
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生
産

及
び
養
豚
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
私
た
ち
職

員
は
、
①
家
畜
伝
染
病
の
発
生

予
防
及
び
ま
ん
延
防
止
、
②
家

畜
衛
生
対
策
に
よ
る
生
産
性
向

上
支
援
、
③
安
全
な
畜
産
物
の

生
産
支
援
を
業
務
の
３
本
柱
と

し
て
、
安
全
な
畜
産
物
の
生
産

と
安
定
し
た
畜
産
経
営
の
支
援

に
日
々
邁
進
し
て
い
ま
す
。

盛岡市議会議員

野中　靖志
県職労組織内（立憲民主党）

参議院議員

岸　まきこ
自治労組織内（立憲民主党）

笑
顔
か
が
や
く
県
職
労
の
実
現
へ

笑
顔
か
が
や
く
県
職
労
の
実
現
へ

 

県
職
労
の
皆
様
、
新
年
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
は
猛
暑
の
中
で
の
盛
岡
市

議
選
で
、
組
合
員
と
ご
家
族
の

皆
様
の
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り

二
期
目
の
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

 

二
期
目
は
、
産
業
環
境
常
任

委
員
に
所
属
す
る
と
と
も
に
、

環
境
保
全
特
別
委
員
長
と
し
て
、

地
球
温
暖
化
防
止
対
策
や
ク

マ
・
シ
カ
等
の
鳥
獣
被
害
対
策

の
調
査
研
究
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
今
年
は
「
解
散

総
選
挙
」
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

「
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
」
を
利

用
し
た
巨
額
の
裏
金
作
り
や
、

岸
田
総
理
自
ら
が
旧
統
一
教
会

と
親
密
な
関
係
が
明
ら
か
に
な

り
、
国
民
そ
っ
ち
の
け
の
政
治

に
国
民
の
政
治
不
信
は
か
つ
て

な
い
程
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

 

今
こ
そ
、
「
政
権
交
代
」
を

果
た
す
時
で
す
。
民
主
主
義
の

一
丁
目
一
番
地
は
「
選
挙
」
で

あ
り
、
解
散
総
選
挙
で
し
か

「
政
権
交
代
」
を
果
た
す
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

 

県
職
労
の
皆
様
と
共
に
「
国

民
の
笑
顔
か
が
や
く
社
会
」

「
組
合
員
の
笑
顔
か
が
や
く
県

職
労
」
の
実
現
に
む
け
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

本
年
も
ご
指
導
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
５
類
移
行
を

経
て
、
よ
う
や
く
地
域
も
労
働

運
動
も
活
気
が
出
て
き
ま
し
た
。

一
方
で
、
公
立
病
院
や
消
防
現

場
で
は
大
変
な
状
況
が
続
い
て

お
り
、
継
続
的
な
コ
ロ
ナ
対
策

は
必
須
で
す
。

　

世
界
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
や
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
等
、
戦

争
・
紛
争
が
絶
え
ま
せ
ん
。
一

日
も
早
い
安
寧
を
願
う
と
と
も

に
、
日
本
政
府
と
し
て
の
国
際

平
和
に
向
け
た
積
極
的
行
動
を

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
の
今
年
の
目
標
は
「
地
方

自
治
を
守
る
た
め
の
行
動
」
で

す
。

　

昨
年
末
、
第
33
次
地
方
制
度

調
査
会
の
答
申
が
出
さ
れ
、
感

染
症
等
を
理
由
に
国
が
地
方
へ

の
指
示
を
可
能
と
す
る
内
容
が

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
国
と
地

方
は
「
対
等
・
協
力
」
と
い
う

地
方
分
権
の
根
幹
に
逆
行
し
か

ね
ま
せ
ん
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
問
題
に
し
て
も
、
国
に
よ
る

代
執
行
の
強
硬
は
地
方
自
治
へ

の
侵
害
で
あ
り
、
国
の
公
益
を

理
由
に
地
域
住
民
の
安
全
を
蔑

ろ
に
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。

　

地
域
住
民
の
た
め
に
こ
そ
地

方
自
治
体
を
尊
重
す
べ
き
で
あ

る
こ
と
を
言
い
続
け
な
け
れ
ば
、

地
方
の
暮
ら
し
は
脅
か
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
本
年
も
住
民
・

地
方
を
守
る
た
め
に
も
国
政
で

自
治
労
の
現
場
の
声
を
届
け
ま

す
。

　

声
を
力
に
、
一
歩
前
へ
。
と

も
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

地
方
自
治
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
も
に
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